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新型コロナウイルスの感染拡大により2020年3月に発出された第1回目の緊急事態宣言によって，研究者，技
術者，学生は長期の休校や在宅勤務を余儀なくされ，研究機関への出入りも厳しく制限された．本稿では，
緊急事態宣言発出直後に実施した調査から，パンデミック下で生じた日本の研究者・技術者の実態を明らか
にし，ポストパンデミック社会における課題を考察する．
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新型コロナウイルス感染拡大に伴う
第一回緊急事態宣言が研究者・技術者へ与えた影響
─弱い立場の研究者・技術者がさらなる困難に直面した

はじめに

新型コロナウイルス感染症（以下，
COVID-19）の感染拡大により，日本政府は
2020年 3月に突然小・中・高校に対する休
校措置をとった．日本の公立学校では学校か
ら各家庭へのネット配信設備やソフトが全く
整っていなかったことから，ほとんどの学校
は休校中の子どもたちの学習を維持するため
に大量のプリントを配布した．このため，家
庭での子どもたちの学習管理は全て保護者が
行わなければならなかった．さらに，4月に
入ると政府は国民の外出自粛を要請する第 1
回目の緊急事態宣言を全国に発出した．この
発出によりほとんどの大学や研究機関は，構
内への学生および研究者の入構を制限し，研
究活動の多くは停止した．この間，研究者は
自宅での作業を強いられ，教員は在宅でオン
ライン授業の準備に時間を費やした．当時は
状況によっては COVID-19によるパンデミッ
クが再度拡大することで，このような事態が
断続的に繰り返されることが懸念された．
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共同参画学協会連絡会（以下，学協会連絡会）
は，第 1回の緊急事態宣言によって生じた研
究者・技術者への影響を把握し，必要とされ
る支援や対策を早急に国や研究機関に要望す
るための実態調査を行った．その結果，任期・
期限付き職の研究者・技術者や学生は研究の
中断による将来への不安が大きいこと，また，
女性研究者は研究時間の確保が困難になった
ことが明らかになった 1）．このため学協会連
絡会ではこれらの問題解決のために国や研究
機関に対して，5つの要望を提示し，要望活
動を行った．
本稿では，その調査結果の概要を報告し，
ポストパンデミック社会における課題を考察
する．

1　実態調査について

本調査は 2020年 5月 16日から 6月 13日
にかけて，無記名式の電子アンケート調査
（Googleフォームアンケート）で実施した．
対象者は学協会に所属する学会の会員およ
び，社会・人文系学会など幅広い専門分野の
研究者・技術者とし，最終的に 11112名（男
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性 7882名，女性 3140名，その他 90名）か
らの回答が得られた．

2　回答者の基本情報

回答者の年齢分布は，24歳以下は少なかっ
たが，その他の世代はいずれも同程度の割合
であった（24歳以下：4.5%，25～ 34歳：
17.9%，35 ～ 44 歳：28.7%，45 ～ 54 歳：
27.5%，55歳以上：20.9%）1）．回答者の役
職も大学院生を含めた幅広い役職であった．
雇用形態は，回答者の 27.5%が任期付き・

契約期間付き職で，男女別の解析では，男性
回答者の 25.1%，女性回答者の 33.6%が任期
付き・契約期間付き職であった（図 1）．

3　研究活動，教育への影響

（1）研究生活への影響と不安
第 1回の緊急事態宣言下では，回答者の

32.4%は完全な在宅勤務となり，24.5%は週
3回以上，17.3%は週 1～ 2回の在宅勤務を
経験した（図 2）．
様々な制限から回答者の 56.4%は研究に費

やす時間が減少し（図 3），53.8%は研究の
質が下がったと答えた（図 4）．同居する家
族構成別の解析では，ほとんどの群で男性よ
り女性の方が研究に費やす時間が減少してお
り，特に，未就学児をもつ（妊娠中も含む）
女性の 82.2%もが研究時間の減少を訴えてい
た（図 5）．
今後の研究生活に対して，回答者の 80.1%

が不安があると回答している 1）．なかでも学
生（博士課程の大学院生を含む）は不安を抱
える人の割合が最も多く，次に任期・契約期
間付き職で多いことが雇用形態別の解析でわ
かった（図 6）．
研究生活に対する不安の選択回答では，実
験や調査の内容・質が最も多く（73.4%），次
に学生指導（41.7%）が多かった 1）．大学によっ
ては学生が研究活動の推進力になっているこ 図 5　同居家族構成ごとの研究に費やす時間

図 4　研究の質

図 3　研究に費やす時間

図 2　緊急事態宣言後の勤務状況

図 1　男女別雇用形態
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とから，緊急事態宣言による大学への学生の
入構禁止措置により，研究指導もさることな
がら，研究そのものが停滞してしまったとの
自由記述が複数あった．
選択肢以外の研究生活における不安を聞い
た自由記述では，1345人から回答が得られた．
その中から緊急事態宣言期間中に得られた回
答 984件を解析した結果，研究の遂行に対す
る不安の記述が一番多く（323件），次に研
究時間の確保ができないこと（201件），三
番目にキャリア形成，雇用，任期，留学およ
び卒業（学位取得）に対する不安（111件）
が多く記されていた．研究の遂行に対する
不安では，移動の制限によるフィールドワー
クの中断の不安を訴える記述が最も多く，次
に施設や機器，また研究内容の制限による研
究の継続や質に対する不安が多かった．特に，
生物・生命系では大学の厳しい研究室使用制
限のために，高額な研究費をかけて作製した
貴重な遺伝子組換え体の維持ができず，失っ
てしまったとの記述や，クラスター発生時に
は特殊な系統も含めすべて動物の殺処分の方
針が決定されたなど，切実な状況が報告され
た．
研究時間の確保ができないことによる不安
では，その理由として，感染対策の業務の増
加，遠隔授業の準備，家事・育児・介護がほ

ぼ同じ割合で記されていた（図 7）．その中で，
家事・育児・介護によって研究時間が確保で
きないとする訴えは，男性より女性の方が多
く，他の自由記述の中でも男女差が大きくで
た項目であった（図 8）．
キャリア形成・雇用・任期・留学，及び卒
業（学位取得）に対する不安では，学生によ
る学位の取得，卒業論文の作成に対する不安
が特に多く記述されていた．他にも留学がで
きなくなり，急遽就職活動（以下，就活）に
変更したが就活開始時期の遅れから，就活と
研究ともに上手く行かず，将来に強い不安を
感じているとの記述もあった．また，海外で
雇用されるはずだったポスドクが渡航できず，
日本の研究室で無給で研究活動を行っている
実態や，強制的に帰国になりパートタイムの
仕事になったなど切実な報告もあった．
（2）教育への影響と不安
教育に関しては，回答者の 55.5%が教育に

費やす時間が増加したと回答した（図9）．また，
65.8%は教育の内容を変更したが（図 10），
51.3%は教育の質が低下したと回答している
（図 11）．
教育に対する不安は回答者の 84.6%が抱い

ており（図 12），その不安は教育の質が低下
したと回答した人ほど大きいことがわかった
（図 13）．選択肢による教育における不安は，

図 6　雇用別研究生活に対する不安
図 8　研究時間確保の障害（自由記述）

図 7　研究時間確保の障害の内容
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学生とのコミュニケ―ションが 82.7%と一番
多かった 1）．

4　勤務上の支障

緊急事態宣言下における勤務上の支障に関
する選択回答では，男女共に，国内外への出
張ができないことが一番多く（男性：62.5%，
女性：54.3%），次にオンライン授業や遠隔授
業の準備が多く選択された．一方，家事（男性：
18.6%，女性：30.4%），育児（男性：16.6%，
女性：25.5%），介護（男性：1.5%，女性：3.1%）
の増加によって勤務に支障をきたしたと回答
したのは男性より女性の方が多かったことか

ら，学校や保育園の突然の閉鎖が，女性の研
究時間を大きく奪ったことが示唆された（図
14）．COVID-19によるパンデミックが，女
性研究者の研究活動を著しく阻害したことは
他国でも報告されている 2,3,4）．

5　緊急事態宣言による影響から要望した
い支援

緊急事態宣言の影響のために要望したい
支援の選択回答では，男女ともに研究費執
行期間の延長が最も多く選択された（男性：
46.6%，女性：54.4%）．雇用期間の延長（男性：
16.3%，女性：20.8%），報告書などの期限の
延長（男性：42.1%，女性：45.6%）など期
限があるものに対する延長を望む声は男性よ
り女性の方が多い傾向にあった（図 15）．

6　パンデミック後も要望したい勤務制度
や支援

緊急事態宣言解除後も要望したい勤務制
度や支援策についての選択回答では，男女共
に大学や職場での各種手続きのオンライン化
が一番多く，次にネットワーク環境の強化，
WEB会議の推進，そして在宅勤務の拡充が
多かった 1）．

7　今後の働き方（在宅勤務導入に対する
希望）

今後の働き方改革として，通常時にも在宅
勤務を導入して欲しいかの問いに対して，回
答者の 59.4%が希望した 1）．
同居する家族構成別の解析では，全ての群

において女性の方が男性よりも在宅勤務を希
望している割合が多く，特に，女性ではパー
トナー，未就学児，小・中・高校生をもつ回
答者の 70%以上が在宅勤務を希望している
ことがわかった．また男性の中でも未就学児
をもつ回答者の 65.7%は在宅勤務を希望して
いることが示された（図 16）．

図 9　教育に費やす時間

図 10　教育の内容

図 11　教育の質について

図 12　教育に対する不安

図 13　教育の質と教育に対する不安
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通常時においてどのような場面で在宅勤務
を利用したいかの選択回答では，育児中に在
宅勤務を利用したいとする回答が 49.0%で一
番多かった（図 17）．自由記述では，特別の
事情がなくても，通常の勤務形態の一つとし
て在宅勤務・テレワークを取り入れ，多様な
働き方を認めて欲しいという意見が多数を占
めた．

8　まとめ

緊急事態宣言によるさまざまな制限から，

図 14　男女別、緊急事態宣言による勤務上の支障

図 15　男女別、要望したい支援

図 16　家族構成別、在宅勤務の導入について

図 17　在宅勤務を利用したい場面
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回答者の約 8割が今後の研究や教育に不安を
抱いていることが明らかになった．
任期・契約期間付き職や学生は研究生活に
おける不安が大きく，その理由は自由記述か
ら，任期内に研究を遂行できないことで，今
後の成果や評価，また単位取得に影響が生じ，
将来の雇用にも影響することが懸念されるた
めであることがわかった．
また，緊急事態宣言により家事・育児の

負担が増えたことが研究時間の確保や，勤務
上の支障となっていると答えた人は，女性に
多いことが示されたが，男女共に過半数は
COVID-19のパンデミック後も在宅勤務を希
望していることが明らかになった．

9　国や研究機関への要望

以上の結果から，2020年 7月に学協会連
絡会から以下の 5つの要望を国に提出し要望
活動をおこなった．

1．研究費の執行内容の柔軟な変更，使用
期間の延長や報告書の提出期限の延期などの
迅速な対応．

2．任期・契約期限付き職に対しては雇用
期間の延長，学生や帰国を余儀なくされた者
に対しては雇用の支援策の実施．

3．ネットワーク環境の強化を行い，WEB

会議やWEB学会の推進．
4．在宅勤務の拡充を推進し，大学等の職
場での各種手続きのオンライン化の促進．

5．女性の家事・育児の負担増を解消する
ための意識変革の働きかけを積極的に推進す
る．

おわりに

2020年の 7月の終わりに，日本学術振興
会から採用の特別研究員に対して，採用期間
を中断及び延長することが可能となる通知が
出された 5）．しかし，中断期間中は奨励費の
支給は停止するため，この費用を生活費や学

費に充てている人にとっては厳しい状況には
変わりない．また，延長可能な期間は中断期
間と同じ期間のみである．しかし，自由記述
であったように，研究室への厳しい入室制限
により研究試料そのものを失った研究者は，
その試料を再現させ，研究を再開するまでに
は，研究中断期間を遥かに超える月日が必要
になるかもしれない．したがって，国や研究
機関には，申請者，雇用者に対して研究環境
の悪化を考慮した対応策を実施していただく
ことを希望したい．
在宅勤務を含めた多様な働き方が認められ
ることはワーク・ライフ・バランスを向上さ
せ，働き方の男女差を減少させる効果が期待
できる．しかしながら，多くの人々が突然在
宅勤務を強いられた第 1回緊急事態宣言下で
は，結果として女性の家事負担がさらに増加
し，女性の研究活動が著しく阻害されたこと
が本調査で明らかになった．このことは，様々
な支援策や施策を講じても，日本に根強く残
る固定的な性別役割分担に対する意識改革が
なされない限り，働き方の男女差は改善され
ないことを示している．意識改革の努力は，
個人レベルや現場レベルで進みつつあるもの
もあるが，国としても女性の家事・育児の負
担増を解消するための意識改革を促進するこ
とを切に希望する．
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　　　　　ポスドク・契約社員・派遣等を含む），
　　　　　任期・ 契約期間のない職，テニュアトラッ
　　　　　ク型の職（任期・契約期間付の独立した
　　　　　研究者 （PI），審査を経て契約期間のない
　　　　　職に移行，学生，答えたくない）

4．同居中のご家族の有無を教えてください（必須回
　　答，複数回答可）
　選択肢：いない，パートナー，未就学児（妊娠中
　　　　　も含む），小学生・中学生・高校生，18
　　　　　歳以上，親，その他，答えたくない

5．介護中のご家族の有無を教えてください（必須回
　　答）
　選択肢：いる，いない

緊急事態宣言後の変化を教えてください
6．現在の勤務状況を教えてください（必須回答）
　選択肢：在宅のみ，週 1～ 2回在宅，週 3回以上
　　　　　在宅，以前と変わらない

7.1．現在の研究に費やす時間を教えてください
　選択肢：増えた，減った，変わらない

7.2．現在の研究内容について教えてください
　選択肢：研究内容に変更はない，研究内容を変更
　　　　　した

7.3．現在の研究の質について教えてください
　選択肢：研究の質は上がった，研究の質は下がっ
　　　　　た，変わらない

7.4．研究生活における不安はありますか
　選択肢：大変不安である，やや不安である，不安
　　　　　はない

7.5．研究生活に不安があると答えた方は，その不安
　　は何ですか（複数回答可）
　選択肢：自身の雇用継続，テニュア審査の時期，
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　　　　　キャリア形成への影響，研究費の執行，
　　　　　実験や調査の内容・質，学生指導，人間
　　　　　関係，その他
　上記で，その他を選んだ方は具体的な内容を教え
　てください（自由記述）

8.1～ 8.5は教育に関わっている方のみお答えくだ
さい．
8.1．現在の教育に費やす時間を教えてください
　選択肢：増えた，減った，変わらない

8.2．現在の教育の内容について教えてください
　選択肢：教育の内容に変更はない，教育の内容は
　　　　　変更した

8.3．現在の教育の質について教えてください
　選択肢：教育の質は上がった，教育の質は下がっ
　た，変わらない

8.4．教育に対する不安はありますか
　選択肢：大変不安である，やや不安である，不安
　　　　　はない

8.5．教育に不安があると答えた方は，その不安は何
　　ですか（複数回答可）
　選択肢：教育の内容・質，学生とのコミュニケー
　　　　　ション，学生の成績の判定，その他
　上記で，その他を選んだ方は具体的な内容を教え
　てください（自由記述）

9.1．研究や教育以外の生活についての不安はありま
　　すか
　選択肢：大変不安である，やや不安である，不安
　　　　　はない，答えたくない

9.2．不安があると答えた方は，その不安は何ですか
　　（複数回答可）
　選択肢：自身の身分の継続，子供の教育，配偶者
　　　　　の職，自身や家族の健康，その他
　上記で，その他を選んだ方は具体的な内容を教え
　てください（自由記述）

10．現状における勤務上の支障について教えてくだ
　　さい（複数回答可）

　選択肢：育児の増加，介護の増加，家事負担の増加，
　　　　　単身赴任や遠距離通勤による移動制限，
　　　　　ワークアクセスまたそのためのデバイス
　　　　　機器使用による出費，オンライン授業や
　　　　　遠隔授業の準備，その他
　上記で，その他を選んだ方は具体的な内容を教え
　てください（自由記述）

11．今回の状況において要望したい支援を教えてく
　　ださい（複数回答可）
　選択肢：雇用期間の延長，研究費執行期間の延長，
　　　　　報告書等の提出期限の延長，ネットワー
　　　　　ク環境の整備，テニュアトラックなど成
　　　　　果評価審査の延長，その他
　上記でその他を選んだ方は具体的な内容を教えて
　ください（自由記述）

12．今後要望したい勤務制度や支援策について教え
　　てください（複数回答可）
　選択肢：在宅勤務の拡充，ネットワーク環境の強
　　　　　化，WEB会議推進，WEBでの各種研究
　　　　　会や学会の開催，WEBでの授業や研究
　　　　　指導の導入・継続，大学や職場での各
　　　　　種手続きのオンライン化，パソコンの学
　　　　　外（職場外）使用，在宅勤務のための
　　　　　WEB環境整備の補助，VPNを用いた学
　　　　　外での論文閲覧，その他
　上記で，その他を選んだ方は具体的な内容を教え
　てください（自由記述）

13．今後の働き方改革として，通常時にも在宅勤務
　　を導入して欲しいですか
　選択肢：はい，いいえ，どちらでもない

14．13で「はい」を選んだ方に質問します．通常時
　　においてどのような場面で在宅勤務を利用した
　　いですか（複数回答可）
　選択肢：育児中，介護中，単身赴任中，病気療養中，
　　　　　その他
　上記で，その他を選んだ方は具体的な内容を教えて
　ください（自由記述）


